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文献調査(火山噴出物(降下火砕物を除く)の分布)(1/2)

○地理的領域にある第四紀火山として抽出した32火山に関する火山噴出物(降
下火砕物を除く)の分布については，前章の「敷地から半径160km以内の範囲
(地理的領域)にある第四紀火山カタログ(P10～P118参照)」で，火山毎に整
理している。

番号 火山名
敷地からの距離

(km)  
活動年代

C02
滝川(たきかわ)火山群
(石山(いしやま), コップ山(こっぷやま))

石山：128.2
コップ山：151.3

約1000-170万年前
(石山：約200万年前，コップ山：約170万年前)

C03 イルムケップ山(いるむけっぷやま) 146.1 約250万年前

C04 暑寒別岳(しょかんべつだけ) 111.5 約400-200万年前

C05 藻岩山(もいわやま) 66.0 約260-240万年前

C06 積丹岳(しゃこたんだけ) 26.5 約250-200万年前

C07 赤井川(あかいがわ)カルデラ 25.3 約210-130万年前

C11

支笏(しこつ)カルデラ(後カルデラ火山含む) 74.8 約4万年前にカルデラ形成

C12 恵庭岳(えにわだけ) 68.6 約1万8000年前以前に活動開始

C13 風不死岳(ふっぷしだけ) 77.7 約4万年前以降

C14 樽前山(たるまいさん) 80.2 約9000年前に活動開始

C15 ホロホロ・徳舜瞥(とくしゅんべつ) 68.0 約170-160万ないし約60万年前

C16 オロフレ・来馬(らいば) 70.2
来馬岳：約60-50万年前

オロフレ山：活動年代は不明

C17 倶多楽(くったら)・登別(のぼりべつ)火山群 80.5 約11万年前以降

C18 鷲別岳(わしべつだけ) 77.8 約190万年前

C19 虻田(あぶた) 53.4 約180万年前

C20

洞爺(とうや)カルデラ(後カルデラ火山含む) 54.8 約11万年前にカルデラ形成

C21 洞爺中島(とうやなかじま) 55.1 約5-3万年前

C22 有珠山(うすざん) 60.7 約3万年前に活動開始

C23 尻別岳(しりべつだけ) 43.6 約70-5万年前

C24 羊蹄山(ようていざん) 33.8 10万ないし数万年前以降

C25 ニセコ・雷電(らいでん)火山群 19.7
雷電火山群：約160-50万年前

ニセコ火山群：約150万年前以降

C26 写万部山(しゃまんべやま) 50.5 約260-250万年前

C27 狩場山(かりばやま) 66.1 約80-25万年前

C28 カスベ岳(かすべだけ) 69.4 前期更新世

C29 勝澗山(かつまやま) 126.4 約70-20万年前

C30 長磯(ながいそ) 105.7 約220-140万年前

C31 砂蘭部岳(さらんべだけ) 102.2 約180万年前

C32 濁川(にごりがわ)カルデラ 101.9 約2万-1万3000年前

C33 渡島毛無山(おしまけなしやま) 105.3 ジェラシアン-カラブリアン(前期更新世前半-前期更新世後半)

C34 北海道駒ヶ岳(ほっかいどうこまがたけ) 109.0 約4万年前以前に活動開始

C35 横津岳(よこつだけ) 123.7 約170-14万年前

C36 木地挽山(きじびきやま) 120.6 約190万年前以降

C37 恵山丸山(えさんまるやま) 139.9 約20万年前

C38 恵山(えさん) 146.9 約5万年前以降

C39 函館山(はこだてやま) 142.7 約120-90万年前

C40 銭亀(ぜにかめ) 146.7 4万5000-3万3000年前の間

― 後志海山(しりべしかいざん) 101.2 約90万年前前後(古くても130万年)

※洞爺火砕流堆積物は，産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)において，共和町幌似付近
の他，ワイスホルン北麓の標高約120m以上の範囲に示されている。当社地質調査の結果，同堆積物は洞
爺火砕流堆積物ではなく，ニセコ・雷電火山群由来の火山麓扇状地堆積物であると判断される(詳細は補
足説明資料2の2章参照)。

地理的領域にある第四紀火山

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

○産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)によれば，32火山の火
山噴出物(降下火砕物を除く)の分布は，次頁図のとおりである。

○32火山のうち，支笏カルデラ起源の支笏火砕流堆積物及び洞爺カルデラ起源
の洞爺火砕流堆積物については，広範囲に分布が認められる。

○倶多楽・登別火山群起源の火砕流堆積物(Kt-7 pfl)については，Amma-
Miyasaka et al.(2020)によれば，確認地点は少ないものの北東方向に60km
程度の地点に認められる(次頁参照)。

○なお，上記の支笏カルデラ，倶多楽・登別火山群及び洞爺カルデラ起源の火砕
流堆積物については，過去の巨大噴火に伴う噴出物であることから，後章の「設
計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価(P159～P178参照)」
において，敷地への到達可能性を評価している。

○その他29火山については，火山噴出物(降下火砕物を除く)の分布は山体近傍
に限定される。

○敷地を中心とする半径5kmの範囲に加え，岩内平野及び積丹半島西岸を含む
範囲(以降，敷地近傍と呼ぶ)においては，以下のとおり洞爺カルデラ及びニセ
コ・雷電火山群の火山噴出物(降下火砕物を除く)が分布し，敷地には認められ
ない。
・共和町幌似付近の洞爺火砕流堆積物※(拡大図中①)
・岩内平野南方のニセコ・雷電火山群の火山岩(主に溶岩)(拡大図中②及び
③)

一部修正(R5/7/7審査会合)
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文献調査(火山噴出物(降下火砕物を除く)の分布)(2/2) 一部修正(R3/10/14審査会合)

0 50km

20万分の1日本火山図
(産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)に加筆)
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①：洞爺カルデラ
②：ニセコ・雷電火山群(ニセコ中期)

凡例(敷地近傍拡大図)

③：ニセコ・雷電火山群(ニセコ古期)
s ：山麓扇状地・崖錐・地すべり・沖積堆積物など

敷地近傍拡大図

泊発電所

s
②

s
③

①

0 2km

岩内平野

共和町
幌似付近

堀株川

老古美周辺

後志海山

Kt-7pfl確認地点
(Amma-Miyasaka et al.,2020)

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

洞爺火砕流堆積物

支笏火砕流堆積物
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○地理的領域にある第四紀火山として抽出した32火山に関する降下火砕物の分布については，前章の「敷地から半径160km以内の範囲
(地理的領域)にある第四紀火山カタログ(P10～P118参照)」で，火山毎に整理している。

○敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物については，給源が地理的領域外に位置するものもあることから，これらを含め
た，敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物の層厚分布図を次頁～P126に示す。

○敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物は以下のとおり。
［地理的領域内］

・洞爺火山灰(Toya)(推定層厚30cm以上)
・2000年有珠山噴火に伴い噴出した降下火砕物(推定層厚0cm以上)
・クッタラ第2火山灰(Kt-2)(推定層厚10cm以下若しくは0～10cm)
・支笏第1降下軽石(Spfa-1) (推定層厚2cm以下)

［地理的領域外］
・白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)(推定層厚0～5cm)
・姶良Tn火山灰(AT)(推定層厚0～5cm若しくは0～10cm)
・阿蘇4火山灰(Aso-4)(推定層厚15cm以上若しくは15～20cm)
・クッチャロ羽幌火山灰(Kc-Hb)(推定層厚0～10cm)

○支笏第1降下軽石(Spfa-1)については，町田・新井(2011)及びUesawa et al.(2022)に等層厚線図が示されており(P29～P32参
照)，確認の結果，敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物として抽出されない。

○しかしながら，最新の野外地質調査結果と既存の文献調査結果に基づき支笏火砕流堆積物及び支笏第1降下軽石(Spfa-1)の分布範
囲及び層厚等をまとめた宝田ほか(2022)によれば，支笏第1降下軽石(Spfa-1)は，敷地及び敷地近傍に到達した(降灰した)可能性
が考えられる。

○宝田ほか(2022)による支笏第1降下軽石(Spfa-1)の等層厚線図については，P126に示す。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

文献調査(降下火砕物の分布)(1/5) 一部修正(R5/7/7審査会合)
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○2003年時点でテフラの分布等を体系的に
取りまとめた町田・新井(2011)を確認した。

○町田・新井(2011)によれば，地理的領域に
ある第四紀火山のうち，敷地及び敷地近傍
に到達した可能性のある降下火砕物は以下
のとおり。
・洞爺火山灰(Toya)
・クッタラ第2火山灰(Kt-2) 

○地理的領域外の第四紀火山のうち，敷地及
び敷地近傍に到達した可能性のある降下火
砕物は以下のとおり。
・白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)
・姶良Tn火山灰(AT)
・阿蘇4火山灰(Aso-4)
・クッチャロ羽幌火山灰(Kc-Hb)

敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物の等層厚線図
(町田・新井(2011)より当社が作成)

50

10

文献調査(降下火砕物の分布-町田・新井(2011)-)(2/5) 一部修正 (H25/12/18審査会合)

泊発電所

火山 火山灰名称 略号
年代
(ka)

層厚

地理的
領域外

白頭山 白頭山苫小牧 B-Tm 1※1 0～5cm
姶良カルデラ 姶良Tn AT 26～29※1 0～5cm
阿蘇カルデラ 阿蘇4 Aso-4 85～90※1 15cm以上

屈斜路カルデラ クッチャロ羽幌 Kc-Hb 115～120※1 0～10cm
地理的
領域内

洞爺カルデラ 洞爺 Toya 106※2 30cm以上
倶多楽・登別火山群 クッタラ第2 Kt-2 ca.50※2 0～10cm

敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物及びその給源

※1 町田・新井(2011)に基づく。
※2 Amma-Miyasaka et al.(2020)に基づく。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

単位:cm
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○2003年以降の知見であり，551の火山灰ユニットの等層厚線図を体系的に取りまとめた須藤ほか(2007)等の文献に基づき，過去約
15万年前以降の降下火砕物の分布をデータベース化したUesawa et al.(2022)を確認した※。

○Uesawa et al.(2022)によれば，地理的領域にある第四紀火山のうち，敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物は以下
のとおり。
・洞爺火山灰(Toya)
・クッタラ第2火山灰(Kt-2)
・2000年有珠山噴火に伴い噴出した降下火砕物

○地理的領域外の第四紀火山のうち，敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物は以下のとおり。
・白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)
・姶良Tn火山灰(AT)
・阿蘇4火山灰(Aso-4)

※降下火砕物の分布確認及び作図には，当該文献の付録データベースのうち，TephraDB_Prototype_ver1.3(Uesawa, 2023)を用いた。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

文献調査(降下火砕物の分布-Uesawa et al.(2022)-)(3/5) 再掲(R5/7/7審査会合)
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敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物の層厚分布図※3(Uesawa(2023)を基に当社が作成，背景地図はESRI社提供の地形図を使用)

※1 等層厚線の中心部が不自然な眼鏡様を呈するのは，ArcGISの内挿補完によって生じた見かけ上のものである。
※2 敷地はごく微量の降灰(層厚<0.01mm)範囲に位置する。
※3 図中の数字の単位はcm。灰色のハッチング部は層厚＞0㎝の領域を表す。等層厚線の間隔は，B-Tm及びAso-4は5cm間隔，それ以外は10cm間隔で示す。分布範囲外縁部が直線的な箇所は，解析範囲

外であることを示す。

2000年有珠山噴火(4月4日)に伴い噴出した降下火砕物※2洞爺火山灰(Toya) クッタラ第2火山灰(Kt-2)

阿蘇4火山灰(Aso-4)※1姶良Tn火山灰(AT)白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)
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地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

文献調査(降下火砕物の分布-Uesawa et al.(2022)-)(4/5) 再掲(R5/7/7審査会合)
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○町田・新井(2011)及びUesawa et al.(2022)の確認では抽出されないものの，より最新の知見に基づき，敷地及び敷地近傍に到達し
た可能性のある降下火砕物として，以下の降下火砕物が抽出される。

○最新の野外地質調査結果と既存の文献調査に基づき支笏火砕流堆積物及び支笏第1降下軽石(Spfa-1)の分布範囲及び層厚等をま
とめた宝田ほか(2022)によれば，敷地は，支笏第1降下軽石(Spfa-1)の等層厚線図範囲内(>2cm)に含まれていないものの，敷地の
北方に位置する日本海(層厚0.1cm)や利尻島(層厚2cm)，敷地の南方に位置する長万部付近(Tr：微量)において確認されていること
を踏まえると，敷地及び敷地近傍に支笏第1降下軽石(Spfa-1)が到達した(降灰した)可能性が考えられる。

支笏第1降下軽石(Spfa-1)の層厚分布図(宝田ほか(2022)に加筆)

泊発電所
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32

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

文献調査(降下火砕物の分布-宝田ほか(2022)-)(5/5) 一部修正(R5/7/7審査会合)
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余白
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○文献調査結果を踏まえた上で，敷地近傍を含む敷地から半径30km以内の陸域及び海域における火山に関連する地形を把握するため，
地形調査を実施した。

○敷地から半径30km以内の陸域及び海底の地形図を次頁に示す。
○敷地近傍については，空中写真判読結果に基づき，火山に関連する地形を抽出し，詳細な地形分類図を作成した。また，地形分類図

作成範囲のうち，中心部について赤色立体地図を作成した。

【敷地から半径30km以内】(次頁参照)
○全般的に起伏の多い山地が主体であるが，これらの山麓部に丘陵及び台地が形成され，河川や海岸沿いには低地が認められる。
○火山に関連する地形として，積丹岳，赤井川カルデラ，ニセコ・雷電火山群の火山体が認められる。また，羊蹄山の火山体の一部も認め

られる。
○敷地を含む積丹半島西岸の沖合は，水深約150m以浅の大陸棚となっており，大陸棚の沖合には，大陸斜面，海盆，堆，海底谷等があ

り，起伏に富む地形を呈している。
○海域には，火山に関連するものと考えられる地形は認められない。

【敷地近傍】(P131参照)
○大局的な地形として，以下の地形が認められる。

・中心部に堀株川が流れ，標高0～10m程度の沖積低地(岩内低地)が分布する※。
・北部～北東部にかけて，最大標高約950mに及ぶ起伏の多い山地が分布する。
・北西部にあたる積丹半島西岸には，段丘面が断続的に分布する。
・北東部および南西部には，台地が認められる(共和台地・岩内台地)※。
・南部には，ニセコ・雷電火山群の山体の一部が分布する。

○火山に関連する地形として，以下の地形が認められる。
・南部にあたる，ニセコ・雷電火山群の山体北麓に，複数枚の火山麓扇状地面(VL1～2及びVH1～4)が認められる。
・岩内平野の北東部に認められる台地のうち，共和町幌似付近に周囲よりやや標高の高い地形面が認められ，後述する地質調査結果
(P132～P134参照)を踏まえると，洞爺火砕流堆積物によって形成された地形面(洞爺火砕流堆積面)と考えられる。

※岩内低地，共和台地及び岩内台地をまとめて，岩内平野と呼ぶ。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

○地形調査の結果，敷地から半径30km以内の範囲には，積丹岳，赤井川カルデラ，洞爺カルデラ，羊蹄山及びニセコ・雷電火山群に関
連する地形が認められる。

地形調査(調査結果)(1/3) 一部修正(R5/7/7審査会合)
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敷地から半径30km以内の地形図及び海底地形図
(国土地理院(2019)及び片山ほか(2012)を基に作成)

泊発電所

P131左図範囲

積丹岳

赤井川
カルデラ

羊蹄山

ニセコ・
雷電火山群

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地形調査(調査結果)(2/3) 一部修正(R5/7/7審査会合)
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余白



131131

地形分類図(火山関連地形を抜粋) 敷地及び敷地近傍の赤色立体地図

泊発電所

岩内低地岩内湾 共和町
幌似付近

右図範囲

泊発電所

岩内低地岩内湾
共和町
幌似付近

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地形調査(調査結果)(3/3) 再掲(R5/7/7審査会合)
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○文献調査結果を踏まえた上で，敷地及び敷地近傍における火山噴出物の分布状況について，地質調査結果に基づく評価を実施した。
○各調査地点については，P134に示す。
○なお，敷地及び敷地近傍における地質調査及び検討の詳細については補足説明資料2に示しており，補足説明資料2の資料構成についてはP135に示す。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(調査結果)(1/3) 一部修正(R5/7/7審査会合)

○当社地質調査の結果，敷地近傍における火山噴出物の分布状況は以下に示すとおり(調査位置はP134参照)。
［敷地近傍］
・共和町幌似付近において，洞爺火砕流堆積物が認められる
・岩内平野南方の老古美周辺においてニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)及びニセコ・雷電火山群由来の火山麓扇状地堆積物が認められる
・敷地近傍において洞爺火山灰(Toya)に対比される火山ガラスを多く含む堆積物※1が認められる
・積丹半島西岸において，阿蘇4火山灰(Aso-4)の純層又は二次堆積物(地理的領域外に給源を持つ降下火砕物由来)が認められる

◇なお，敷地近傍のうち，共和台地に位置する露頭においては，それぞれ以下に示す堆積物が認められるが，R3.10.14審査会合以降に実施した追加地質調査・
火山灰分析の結果，いずれも火山噴出物ではないと評価している。
・幌似露頭1においては，“赤色の火砕流様の堆積物”を確認しているが，追加地質調査の結果，当該堆積物は火砕流堆積物ではなく，斜面堆積物※2と判断される
・幌似露頭2においては，岩内層に挟在する火山灰質シルト及び火山灰質シルトが混じる細砂並びに地表直下の火山灰質シルト質砂が認められるが，火山灰分析
の結果，火山ガラスの粒子数が少ない若しくは火山ガラスが認められないことから，主に火山砕屑物からなるものではないと判断される

・泥川露頭においては，岩内層中の火山灰質細砂及び火山灰質シルト並びに砂礫層に挟在するやや火山灰質な細砂及び火山灰質砂が認められるが，火山灰分
析の結果，火山ガラスはほとんど含まれない若しくは火山ガラスが認められないことから，主に火山砕屑物からなるものではないと判断される

○当社地質調査の結果，敷地における火山噴出物の分布状況は以下に示すとおり。
［敷地］
・火山噴出物は確認されない
・主に火山砕屑物からなるものではないが，支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及び対象火山灰※3に対比される火山ガラスが混在する陸成層が認め
られる

◇敷地には主に火山砕屑物からなるものは認められないが，本編資料4.1.1章の検討において過去に巨大噴火が発生したと判断した洞爺カルデラの最大規模の
噴火に伴う火山噴出物である洞爺火砕流について，敷地に到達した可能性を，以下のとおり評価している(P170～P178参照)。
・敷地のうち，Mm1段丘より低標高側に洞爺火砕流本体※4が到達した可能性を否定できない
・敷地のうち，Mm1段丘より高標高側については，火砕サージが到達した可能性を否定できない

(次頁へ続く)
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地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(調査結果)(2/3) 一部修正(R5/7/7審査会合)

【文献調査及び地質調査の整合性について】
○地質調査の結果，敷地近傍には洞爺火砕流堆積物，ニセコ・雷電火山群由来の火山噴出物，洞爺火山灰(Toya)及び阿蘇4火山灰(Aso-4)が認められ，文

献調査の結果，敷地近傍にこれらの火山噴出物の分布が示されていることと調和的である。
○文献調査において敷地及び敷地近傍に到達した可能性があるとした2000年有珠山噴火に伴い噴出した降下火砕物，白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)，姶

良Tn火山灰(AT)及びクッチャロ羽幌火山灰(Kc-Hb)は，地質調査においては確認されないが，敷地はこれらの降下火砕物の等層厚線図の縁辺部付近
(10cm以下)に位置することから，敷地及び敷地近傍に到達していたとしても，その層厚は数cm程度であると推定され，侵食等により消失した可能性が考えら
れることから，地質調査結果を以て，これらの降下火砕物が敷地及び敷地近傍に到達したことを否定するものではない。

○文献調査において敷地及び敷地近傍に到達した可能性があるとした支笏第1降下軽石(Spfa-1)は，地質調査においては確認されないが，宝田ほか
(2022)を踏まえると，敷地及び敷地近傍に到達していたとしても，その層厚はわずかであると推定され，侵食等により消失した可能性が考えられることから，地
質調査結果を以て，この降下火砕物が敷地及び敷地近傍に到達したことを否定するものではない。

○同じく文献調査において敷地及び敷地近傍に到達した可能性があるとしたクッタラ第2火山灰(Kt-2)は，倶多楽・登別火山群から敷地を越えて約40km離
れた敷地前面海域において当該火山ガラスを多く含む堆積物(層厚5cm)が認められる(P138～P139参照)ことから，クッタラ第2火山灰(Kt-2)は，敷地及
び敷地近傍に到達していたものと考えられる。

○また，文献においてワイスホルン北麓に示される洞爺火砕流堆積物については，新エネルギー総合開発機構(1987a)及び同(1987b)を踏まえると，Kt-2
を含む堆積物である可能性もあり，かつ地層区分の変遷も明確でないことから，当社地質調査を実施し，ニセコ・雷電火山群由来の火山麓扇状地堆積物で
あることを確認している(補足説明資料2の2章参照)。

【敷地に認められる堆積物中に混在する火山ガラスの堆積様式について】
○敷地において，堆積物中に混在して分布する支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及び対象火山灰に対比される火山ガラスの堆積様式につい

ては，以下に示す通りである。
○洞爺火山灰(Toya)については，洞爺火山灰(Toya)に対比される火山ガラスを多く含む堆積物※1に由来するものと判断される。
○支笏第1降下軽石(Spfa-1)に対比される火山ガラスは，以下の点から降下火砕物由来と判断される。

・文献調査及び地質調査の結果，敷地及び敷地近傍において，支笏火砕流堆積物は認められない
・宝田ほか(2022)を踏まえると，敷地及び敷地近傍に到達した(降灰した)可能性が考えられる
・支笏カルデラから敷地を越えて約50km離れた敷地前面海域において当該火山ガラスを多く含む堆積物(層厚2cm)が確認されている(P140～P141参照)
・早川(1991)によると，サージは短命であり，その堆積物は発生源の近傍(およそ3km以内)にしか分布しないとされている

○対象火山灰については，以下の点からニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)堆積以降，風成塵として混在したものと判断される。
・敷地近傍のうち，老古美周辺において，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が認められるが，この分布範囲を越えて主に対象火山灰に対比される火山ガラ
スからなる層準が認められない

・早川(1991)によると，サージは短命であり，その堆積物は発生源の近傍(およそ3km以内)にしか分布しないとされている

(前頁からの続き)

※1 敷地近傍においては，洞爺火山灰(Toya)に対比される火山ガラスを多く含む堆積物について，目視可能な大きさの軽石が認められない場合，洞爺火砕流本体ではないとの判断は可能であるが，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密
に区分することは難しい(補足説明資料2の1章参照)。

※2 当社は，陸上堆積物のうち，背後斜面からの二次堆積物を主体とするものを斜面堆積物と呼称している。
※3 ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)に対比される火山灰を「対象火山灰」と呼称している。
※4 当社は，洞爺火砕流堆積物のうち，目視可能な大きさの軽石が認められるものを，洞爺火砕流本体と呼称している。
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共和町
幌似Mm1段丘堆積物

共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点
(A地点)※8

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※8

古宇川左岸地点※8

Mm1段丘露頭

C地点※8
B地点※8

F-1断層開削
調査箇所※7

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1※9

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※8

照岸地点※8

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6

C-3

H26共和-5
H26共和-6

H26共和-7
H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭※9
幌似露頭2※9

敷地及び敷地近傍において火山噴出物が認められる地点

※7 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失していることから，
当該地点の陸成層中の火山灰等と記載されている堆積物につ
いては，敷地及び敷地近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を
行っている。詳細は補足説明資料2の1.5章参照。

※8 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※9 敷地近傍の共和台地に位置するこれらの露頭において認められ

る堆積物については，R3.10.14審査会合以降に実施した追加
地質調査・火山灰分析の結果，いずれも火山噴出物ではないと
評価している。詳細は補足説明資料2の1.1章参照。

【照岸1‐3ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【照岸1‐4ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：40cm)

【照岸1‐5ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：40cm)

【神恵内1-1ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：10cm)
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【神恵内1‐2ボーリング】
Toyaの純層(層厚：20cm)

【神恵内1‐3ボーリング】
Toyaの純層(層厚：50cm)

【神恵内1‐6ボーリング】
Toyaの純層(層厚：17cm)

【B-3ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：12.2m)

【B-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)(層厚：13.1m)

【B-4ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：19.9m)

【B-5ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：22.0m)

【C-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)(層厚：2.2m)
洞爺火砕流堆積物(層厚：1.0m)

【露頭①】
洞爺火砕流堆積物(層厚：15m以上)

【B-7ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：8.2m)

【C-1ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：17.6m)

【B地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

【C地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが
混在する堆積物

【H29岩内-5ボーリング】
Toyaの純層(層厚：少なくとも70cm)
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：0.2m)

【H29岩内-2ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：33cm)
Toyaの純層(層厚：10cm)

【H29岩内-3ボーリング】
Toyaの純層又はToyaの二次堆積物b(層厚：合計16cm)

【老古美地点②】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：3m以上)

【H29岩内-6ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.2m)
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：20.6m)

【H29岩内-1ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.9m)
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：23.3m)

【A地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

【神恵内M-1ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【神恵内M-2ボーリング】
Aso-4の二次堆積物b(層厚：5cm)
Aso-4の純層(層厚：5cm)
Toyaの二次堆積物b(層厚：13cm)

【神恵内M-3ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：10cm)
Toyaの二次堆積物a(層厚：15cm)
Toyaの純層(層厚：5cm)

【梨野舞納露頭】
Toyaの二次堆積物b(層厚：30cm)
Toyaの純層(層厚：30cm)

※5 洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物は，本頁において降下火砕物由来として示している
が，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難しいと評価している(詳細は補足説
明資料2の1章参照)。

※6 敷地には，主に火山砕屑物からなるものではないが，支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)
及び対象火山灰が混在する堆積物が認められる(詳細は補足説明資料2の1.5章参照)。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(調査結果)(3/3) 一部修正(R5/7/7審査会合)
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地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(補足説明資料2 資料構成) 一部修正(R5/7/7審査会合)



136136

敷地前面海域の海底地質図

No.1試料採取位置

No.2試料採取位置

No.3試料採取位置

後志海山

凡 例

○敷地前面海域においては，右図に示す位置で地質調査(ピスト
ンコアラー調査)を実施している。

○なお，敷地前面海域は，敷地から汀線方向約50km，沖合方
向約35kmの範囲の海域及び弁慶岬周辺の海域である。

【ピストンコアラー調査結果】
○No.1～No.3試料採取位置の調査結果は以下のとおり。

・No.1試料採取位置で採取した柱状試料においては，14C法年
代測定値51,080y.B.P.以前を示す有孔虫化石の直下部にお
いてクッタラ第2火山灰(Kt-2)に対比される火山灰を確認し
ている。

・No.2試料採取位置で実施した柱状試料においては，主に火
山砕屑物からなる堆積物は認められない。

・No.3試料採取位置で採取した柱状試料においては，支笏第1
降下軽石(Spfa-1)に対比される火山灰を確認している。

： 地質調査結果掲載地点

敷地前面海域における調査結果の詳細については，H28.8.26審査会合資料「泊発電所 敷地前
面海域の地質層序(補足説明資料)」に記載。

弁慶岬

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(調査位置図)-)(1/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)
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余白
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海上音波探査記録 測線k

○No.1試料採取位置は，Uesawa et al.(2022)によれば，クッタラ第2火山灰(Kt-2)の分布範囲に位置する(P125参照)。
○当該位置において，ピストンコアラーにより755cmの柱状試料を採取した。
○複数の深度において有孔虫化石を用いて14C法年代測定を実施しており，深度約653cmにおいて14C法年代測定値51,080y.B.P.以前※1が得られ，

その直下にクッタラ第2火山灰(Kt-2)に対比される火山灰を確認している(分析結果はP143参照)。
○当該堆積物は，火山ガラスを多く含む(78/200粒子)ことから，クッタラ第2火山灰(Kt-2)の純層(層厚5cm)に区分される※2。
○一方で，陸域に堆積したものが河川を流下し，堆積した可能性も考えられることから，二次堆積物aに区分される可能性も考えられる。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.1試料採取位置)-)(2/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

深度
(㎝)

岩 相 絶対年代

0

800

700

600

500

400

300

200

100

深度：315㎝

深度：653㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
20,700±180 y.B.P.

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞51,080 y.B.P.

上面深度：253㎝

池原ほか(1996)のTL-2層に対比
15,500 y.B.P.

岩相対比

火山灰中の火山ガラス及び斜方
輝石の屈折率の類似性より，クッ
タラ第２火山灰(Kt-2)に対比

コア長：755㎝

上面深度：659㎝

深度：253㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
16,600±90 y.B.P.

深度：286㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
19,630±130 y.B.P.

深度：523㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞40,390 y.B.P.

深度：604㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞43,680 y.B.P.

231～260  強い生物擾乱 (260cm以浅)

431～438   暗色層（強い生物擾乱，有孔虫化石に富む）

446～451   暗色層（強い生物擾乱，有孔虫化石に富む）

511～529   暗色層（生物擾乱あり）

231          明瞭な色調境界 (上部：暗，下部：明）

253～290  細互層（生物擾乱）

311           細砂層

191～194   細砂層

504      粗粒砂をパッチ状に狭む

323～326   細互層

537～549   暗色層（生物擾乱あり）

688～755   フローイン

659～664   火山灰（クッタラ第2火山灰）

621～628    粗砂層
630～641   暗色層（生物擾乱あり）

473～486   暗色層（強い生物擾乱，有孔虫化石に富む）

360～362  暗色層（生物擾乱あり）

577～613   暗色層（生物擾乱,584～598cm)

凡 例

珪質粘土

砂層

火山灰

暗色層

細葉理

フローイン

総合柱状図

凡例

※1 14C法年代測定結果の詳細は，H28.9.30審査会合資料「泊発電所敷地前面及び周辺海域の地質層序補足説明資料」参照。
なお，本14C法年代測定に使用した機器の理論的な計測限界は，6万～6.5万年前程度である。

※2 火山ガラスの粒子数等に着目した，降下火砕物の純層又は二次堆積物への細区分の考え方については，P144～P145参照。
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深度208.0cm

深度0.0cm 深度6.0cm

深度6.0cm 深度106.5cm

深度106.5cm 深度208.0cm

深度307.3cm

深度307.3cm 深度407.6cm

深度407.6cm 深度507.8cm

深度507.8cm 深度607.8cm

深度607.8cm 深度705.3cm

深度705.3cm 深度755.3cm

火山灰(Kt-2)
深度659cm～664cm

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.1試料採取位置)-)(3/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

柱状試料No.1 コア写真
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海上音波探査記録 測線B-7

○No.3試料採取位置は，町田・新井(2011)及びUesawa et al.(2022)によれば，支笏第1降下軽石(Spfa-1)の分布範囲に位置しない(P29～P30
参照)。

○しかし，宝田(2022)においては，日本海(層厚0.1cm)，利尻島(層厚2cm)及び長万部付近(Tr：微量)において支笏第1降下軽石(Spfa-1)が確認
されており，これらの地点は，敷地前面海域を取り囲むように位置する(P126参照)。

○当該位置において，ピストンコアラーにより715cmの柱状試料を採取した。
○複数の深度において有孔虫化石を用いて14C法年代測定を実施しており，深度約707cmにおいて14C法年代測定値45,660y.B.P.以前※1が得られて

いる。
○深度約632cmにおいて，支笏第1降下軽石(Spfa-1)に対比される火山灰を確認している(分析結果はP143参照)。
○当該堆積物は，火山ガラスを多く含む(192/200粒子)ことから，支笏第1降下軽石(Spfa-1)の純層(層厚2cm)に区分される※2。
○一方で，陸域に堆積したものが河川を流下し，堆積した可能性も考えられることから，二次堆積物aに区分される可能性も考えられる。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.3試料採取位置)-)(4/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

深度
(㎝)

岩 相 絶対年代

0

800

700

600

500

400

300

200

100

深度：418㎝

深度：707㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
23,570±160 y.B.P.

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
＞45,660 y.B.P.

池原ほか(1996)のTL-2層に対比
15,500 y.B.P.

岩相対比

火山灰中の火山ガラス及び
斜方輝石の屈折率の類似性
より，支笏第１火山灰(Spfa-1)に対
比

コア長：715㎝

池原ほか(1996)のTL-1層に対比
10,400 y.B.P.

上面深度：275㎝

上面深度：358㎝

上面深度：632㎝

深度：278㎝

有孔虫殻の１４Ｃ法年代測定値
10,525±60 y.B.P.

275～282    細互層（強い生物擾乱あり）

358            明瞭な色調境界（軟Ｘ線写真で細互層を認める）

396～400 細粒砂タービダイト（上方細粒化を示す）
417～423 細互層（生物擾乱なし）
428～429 暗色層

491～497 暗色層（強い生物擾乱あり）

509～513 暗色層（強い生物擾乱あり）
524～540 暗色層（強い生物擾乱あり，

最下部(1cm厚)は細互層）

566～571 暗色層（強い生物擾乱あり）

632～634  火山灰（支笏第１火山灰）

664～688    暗色層（強い生物擾乱あり）

688～715    細互層（生物擾乱なし）

580～586 暗色層（強い生物擾乱あり）
592～603 暗色層（強い生物擾乱あり）

358以浅 暗色
358～388     明色

634～643 細互層

609～630 暗色層（強い生物擾乱あり）

凡 例

珪質粘土

砂層

火山灰

暗色層

細葉理

総合柱状図

凡例

※1 14C法年代測定結果の詳細は，H28.9.30審査会合資料「泊発電所敷地前面及び周辺海域の地質層序補足説明資料」参照。
※2 火山ガラスの粒子数等に着目した，降下火砕物の純層又は二次堆積物への細区分の考え方については，P144～P145参照。



141141

深度0.0cm 深度94.0cm

深度94.0cm 深度200.0cm

深度200.0cm 深度302.0cm

深度302.0cm 深度403.0cm

深度403.0cm 深度504.0cm

深度504.0cm 深度604.0cm

深度604.0cm 深度659.0cm

深度659.0cm 深度714.5cm

火山灰(Spfa-1)
深度632cm～634cm

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(No.3試料採取位置)-)(5/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)

柱状試料No.3 コア写真
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余白
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火山灰分析結果(屈折率)

試料
屈折率 対比される

火山灰火山ガラス 斜方輝石 角閃石

No.1試料採取位置
深度659cm

1.512-1.516 1.712-1.716 検出されず Kt-2

No.3試料採取位置
深度632cm

1.500-1.503
1.714-1.718(23%)
1.729-1.734(77%)

1.683-1.692 Spfa-1

Toya，Kt-2及びSpfa-1の
屈折率

(町田・新井，2011より)

Toya 1.494-1.498 1.758-1.761 1.674-1.684

Kt-2 1.505-1.515 1.712-1.718 1.678-1.684

Spfa-1 1.501-1.505 1.729-1.735 1.688-1.691

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(調査結果-敷地前面海域における地質調査(火山灰分析結果)-)(6/6) 一部修正(H28/8/26審査会合)
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一部修正(R5/1/20審査会合)

※下方から鉛直方向に火山ガラスの粒子数を確認し，粒子数が急増する箇所を降下火砕物の降灰層準に認定している。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

地質調査(降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分の考え方)(1/2)

【純層，二次堆積物等への細区分の考え方】
○これまで(R3.10.14審査会合以前)，洞爺火山灰(Toya)及び阿蘇4火山灰(Aso-4)の降灰層準※に相当すると評価した堆積物等につ

いて，降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分を実施した。

○細区分に当たっては，降下火砕物の純層及び二次堆積物を以下のとおり定義した。
・「純層」：ある火山噴火イベントから噴出した降下火砕物(本質物)が直接降って形成された層であり，構成物が主に本質物からなる。
・「二次堆積物」：いったん堆積した降下火砕物(本質物)が，再堆積して形成されたものであり，移動を示唆する堆積構造や現地性の異

質物質等の混在が認められるもの。
このうち，構成物が主に本質物からなるものを“二次堆積物a”，構成物中における本質物の占める割合が純層及び二
次堆積物aと比較して低いものを“二次堆積物b”と呼称する。

○上記定義を踏まえ，堆積構造の有無，異質物質等の混在の有無，火山ガラスの粒子数等に着目し，細区分を実施した。
○このうち，火山ガラスの粒子数については，以下のとおり基準を設けた。

(主に本質物からなるものの基準)
・町田ほか(1987)において洞爺火山灰(Toya)が分布するとされている地域における当社地質調査(梨野舞納露頭)の結果，火山ガラ
スの粒子数が1000/3000粒子以上認められることから，基準を1000/3000粒子以上とする。

(本質物の占める割合が純層及び二次堆積物aと比較して低いものの基準)
・火山ガラスの粒子数が1000/3000粒子未満から300/3000粒子(含有比10%)以上のものと設定し，300/3000粒子未満である堆
積物は，火山ガラスが混在する堆積物とする。

○降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分の基準及び模式図を次頁に示す。

○なお，「純層」は，今後説明予定である「5.個別評価の結果を受けた原子力発電所への火山事象の影響評価」における降下火砕物の層
厚評価の検討対象とする。

○「二次堆積物」のうち，“二次堆積物a”は，構成物が主に本質物からなるものであることを踏まえ，保守的に降下火砕物の層厚評価の検
討対象とする。
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地質調査(降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分の考え方)(2/2) 一部修正(R5/1/20審査会合)

※下方から鉛直方向に火山ガラスの粒子
数を確認し，粒子数が急増する箇所を降
下火砕物の降灰層準に認定している。

細区分結果
堆積構造の有無

又は
異質物質等の混在

火山ガラスの粒子数
影響評価における

降下火砕物の層厚評価
の検討対象

火山ガラスが
混在する堆積物

ー 300/3000粒子未満 ×

二次堆積物
b 有

300/3000粒子以上，
1000/3000粒子未満

×

a 有 1000/3000粒子以上 ○
純層 無 1000/3000粒子以上 ○

降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分の基準

堆積後の生物擾乱等による火山ガラスの下位への移動

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

火山ガラスの粒子数(3000粒子中)

「純層」
・堆積構造 and 異質物質等 無

a

「二次堆積物」
・堆積構造 or 異質物質等 有

火山ガラスが混在する堆積物

降下火砕物の純層，二次堆積物等への細区分の模式図

： 降下火砕物の降灰層準※

b

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査
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○地質調査において，敷地及び敷地近傍で確認した以下の火山噴出物を対象に，堆積物の分布及び層厚を整理した。
・洞爺火砕流本体※1

・ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)
・洞爺火山灰(Toya)※2

・阿蘇4火山灰(Aso-4)

○整理結果として，敷地及び敷地近傍における各火山噴出物堆積時の推定分布図を作成し，これに地質調査で確認した層厚も合わせて
示した。

○推定分布図は，以下の考えに基づき作成を行った。
・地質調査において各火山噴出物を確認した地点に加え，文献調査(P120～P126参照)において分布を示されている範囲を網羅す
る範囲とする。

・火山ガラスが混在する堆積物は，火山ガラスの粒子数が少なく，主に火山砕屑物からなるものではない(P144～P145参照)ことか
ら，当該堆積物のみが認められる調査地点は考慮しない。

(次頁へ続く)

降下火砕物を除く火山噴出物

降下火砕物

※1 当社は，洞爺火砕流堆積物のうち，目視可能な大きさの軽石が認められるものを，洞爺火砕流本体と呼称している。
※2 洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物は，降下火砕物由来として示しているが，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難しいと評価している。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

火山学的調査(調査結果)(1/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)



147147

【推定分布図】
○以下に示す火山噴出物の推定分布図を次頁～P154に示す。

・洞爺火砕流本体
・ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)
・洞爺火山灰(Toya)
・阿蘇4火山灰(Aso-4)

○なお，地質調査において，敷地及び敷地近傍に分布が認められないものの，文献調査で分布が示されている火山噴出物は以下に示すとおり
であり，これらについては等層厚線図を参考としてP156～P157に示す。

・2000年有珠山噴火に伴い噴出した降下火砕物
・クッタラ第2火山灰(Kt-2)
・支笏第1降下軽石(Spfa-1)
・白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)
・姶良Tn火山灰(AT)
・クッチャロ羽幌火山灰(Kc-Hb)

(前頁からの続き)

降下火砕物を除く火山噴出物

降下火砕物

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

火山学的調査(調査結果)(2/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)
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○黒破線で示す範囲は，Goto et al.(2018)
において図示されていないものの，当該文
献において共和ダム付近(標高約100m)
まで分布が示されていることを踏まえ，同
標高付近まで分布しているものと推定して
いる。

○当該範囲は，Goto et al.(2018)において，洞爺火砕流の分布
は示されておらず，当社地質調査においても洞爺火砕流本体は
確認していないが，敷地のうちMm1段丘より低標高側に洞爺火
砕流本体が到達した可能性を否定できないと評価している。

○このため，敷地のMm1段丘堆積物の上面標高が約24mである
ことを踏まえ，当該範囲の標高20m以下を洞爺火砕流本体の
推定分布範囲とした。

共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点

古宇川左岸地点

Mm1段丘露頭

C地点

B地点

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点

照岸地点

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6
C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流本体の推定分布範囲

○洞爺火砕流本体※1の推定分布図を下図に示す。
○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。

【B-4ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：19.9m)

【B-5ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：22.0m)

【C-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：1.0m)

【露頭①】
洞爺火砕流堆積物(層厚：15m以上)※1 当社は，洞爺火砕流堆積物のうち，目視

可能な大きさの軽石が認められるものを，
洞爺火砕流本体と呼称している。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火砕流本体-)(1/2) 再掲(R5/7/7審査会合)
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共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)※2

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※2

古宇川左岸地点※2

Mm1段丘露頭

C地点※2

B地点※2

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※2

照岸地点※2

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

文献調査における洞爺カルデラの
火山噴出物(降下火砕物除く)
(産業技術総合研究所
地質調査総合センター編(2020)
より作成)

約47km

洞爺カルデラ

※3

共和町幌似付近

泊発電所

敷地から半径10km以内の第四紀火山地質図

ニセコ・雷電火山群起源の火山噴出物

洞爺カルデラ起源の火山噴出物

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査
※2 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※3 三條・須貝(2022)によれば，洞爺カルデラから北方向に約47km離れた仁木町尾根内付近に洞爺火砕流

堆積物の露頭があるとされている。洞爺カルデラから当該露頭までの距離は，洞爺カルデラから共和町幌似
付近までの距離と同じである。

※4 Goto et al.(2018)においては，共和町幌似付近以西において洞爺火砕流堆積物は確認されていないもの
の，推定に基づき，幌似付近を越えて岩内湾まで分布が示されている。

：火砕流堆積物(中期更新世)(Tp)

：火砕流堆積物(中期更新世)(滝ノ上火砕流堆積物)

：火砕流堆積物(前期更新世後半)(壮瞥火砕流堆積物)

凡 例

：火山噴出物(降下火砕物除く)の最大到達距離

文献調査における洞爺火砕流
の分布と層厚※4

(Goto et al.(2018)に加筆)

(図中の数字は層厚を示す，単位：m)

洞爺カルデラ

岩内湾
共和町幌似

泊発電所

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火砕流本体-)(2/2) 再掲(R5/7/7審査会合)
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共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)※

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※

古宇川左岸地点※

Mm1段丘露頭

C地点※

B地点※

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※

照岸地点※

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6
C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7
H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査

文献調査におけるニセコ・雷電火山群の
火山噴出物(火砕流堆積物)の分布範囲

(産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)より作成)

ニセコ・雷電火山群
(イワオヌプリ)

泊発電所

凡 例

：火山岩(後期更新世，中間質)
：火山岩(中期更新世，中間質)
：火山岩(前期更新世後半，中間質)

ニセコ・雷電火山群起源の火山噴出物

洞爺カルデラ起源の火山噴出物

※複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。

敷地及び敷地近傍におけるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の推定分布範囲

○ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の推定分布図を下図に示す。
○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。

【老古美地点②】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：3m以上)

【H29岩内-6ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.2m)

【H29岩内-1ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.9m)

【H29岩内-5ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：0.2m)

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)-) 再掲(R5/7/7審査会合)
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余白
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洞爺火山灰(Toya)の
推定分布範囲

共和町幌似

Mm1段丘堆積物

共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点

古宇川左岸地点

Mm1段丘露頭

C地点

B地点
F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点

照岸地点

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1
H29岩内-3

A-1
B-1

B-6C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭
幌似露頭2

※1 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失して
いることから，当該地点の陸成層中の火山灰等と
記載されている堆積物については，敷地及び敷地
近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を行っている。
詳細は補足説明資料2の1.5章参照。

○地質調査において確認した洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物については，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難
しいと評価している。

○このため，降下火砕物又は火砕サージそれぞれの分布範囲を推定することは困難ではあるが，Uesawa(2023)等において，敷地及び敷地近傍の一帯は，
洞爺カルデラの降下火砕物(洞爺火山灰(Toya))の分布範囲として示されていることから，下図の通り降下火砕物としての推定分布図を作成した。

○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。
○当図のうち一部の範囲には火砕サージが分布するものと考えられる。

敷地及び敷地近傍における洞爺火山灰(Toya)の推定分布範囲

： 当該堆積物は，本頁において降下火砕物由
来として示しているが，火砕サージ由来か降下
火砕物由来かを厳密に区分することは難しい
と評価している。

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

【梨野舞納露頭】
Toyaの純層(層厚：30cm)

【H29岩内-5ボーリング】
Toyaの純層(層厚：少なくとも70cm)

【H29岩内-2ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【H29岩内-3ボーリング】
Toyaの純層又はToyaの二次堆積物b
(層厚：合計16cm)

【照岸1‐3ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【照岸1‐5ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：40cm)

【神恵内1-1ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【神恵内1‐2ボーリング】
Toyaの純層(層厚：20cm)

【神恵内1‐3ボーリング】
Toyaの純層(層厚：50cm)

【神恵内1‐6ボーリング】
Toyaの純層(層厚：17cm)

【神恵内M-3ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：15cm)
Toyaの純層(層厚：5cm)

【神恵内M-1ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【F-1断層開削調査箇所(1,2号炉調査時)(a地点)】※1

陸成層
・支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及び
対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

・洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物若し
くは阿蘇4火山灰(Aso-4)の純層又は二次堆積物に対
比される可能性もあるが，噴出年代及び給源が不明な
降下火砕物である可能性を否定できない

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火山灰(Toya)-)(1/2) 一部修正(R5/7/7審査会合)
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文献調査における洞爺カルデラの降下火砕物(洞爺火山灰(Toya))の分布範囲※3

(Uesawa(2023)を基に当社が作成，背景地図はESRI社提供の地形図を使用)

※2 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※3 図中の数字の単位はcm。灰色のハッチング部は層厚＞0㎝の領域を表す。等層厚線の間隔は，10cm

間隔で示す。

泊発電所

10

20

30

0

敷地から半径10km以内の第四紀火山地質図

ニセコ・雷電火山群起源の火山噴出物

洞爺カルデラ起源の火山噴出物

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査

共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5C-2

茶津地点(A地点)※2

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※2

古宇川左岸地点※2

Mm1段丘露頭

C地点※2

B地点※2

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※2

照岸地点※2

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭幌似露頭2

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 洞爺火山灰(Toya)-)(2/2) 再掲(R5/7/7審査会合)
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【神恵内M-2ボーリング】
Aso-4の純層(層厚：5cm)

【F-1断層開削調査箇所(1,2号炉調査時)(a地点)】※4

陸成層
・支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)及
び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆
積物

・洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物
若しくは阿蘇4火山灰(Aso-4)の純層又は二次堆
積物に対比される可能性もある

凡 例

ボーリング調査

露頭調査又は開削調査

ニセコ・雷電火山群起源の火山噴出物

洞爺カルデラ起源の火山噴出物

※1 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※2 等層厚線の中心部が不自然な眼鏡様を呈するのは，ArcGISの内挿補完

によって生じた見かけ上のものである。
※3 図中の数字の単位はcm。灰色のハッチング部は層厚＞0㎝の領域を表す。

等層厚線の間隔は5cm間隔。分布範囲外縁部が直線的な箇所は，解析
範囲外であることを示す。

※4 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失していることから，当該地
点の陸成層中の火山灰等と記載されている堆積物については，敷地及
び敷地近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を行っている。詳細は補足説
明資料2の1.5章参照。

文献調査における阿蘇4火山灰(Aso-4)の分布範囲※2,3

(Uesawa(2023)を基に当社が作成，背景地図はESRI社
提供の地形図を使用)

泊発電所

5
10

15

20

0

共和町幌似Mm1段丘堆積物
共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野
梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点(A地点)※1

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点

古宇川左岸地点※1

Mm1段丘露頭

C地点※1

B地点※1

F-1断層開削調査箇所

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※1

照岸地点※1

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6
C-3

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭 幌似露頭2

敷地及び敷地近傍における阿蘇4火山灰(Aso-4)の推定分布範囲

○阿蘇4火山灰(Aso-4)の推定分布図を下図に示す。
○なお，当図には地質調査で確認している層厚も合わせて示している。

阿蘇4火山灰
(Aso-4)の
推定分布範囲

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

火山学的調査(調査結果-火山噴出物の推定分布図 阿蘇4火山灰(Aso-4)-) 再掲(R5/7/7審査会合)
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余白
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敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある降下火砕物の層厚分布図※2

(Uesawa(2023)を基に当社が作成，背景地図はESRI社提供の地形図を使用)

※1 敷地はごく微量の降灰(層厚<0.01mm)範囲に位置する。
※2 図中の数字の単位はcm。灰色のハッチング部は層厚＞0㎝の領域を表す。等層厚線の間隔は，B-Tm及びAso-4は5cm間隔，それ以外は

10cm間隔で示す。分布範囲外縁部が直線的な箇所は，解析範囲外であることを示す。

○地質調査において，敷地及び敷地近傍に分布が認められないものの，文献調査で分布が示されている火山噴出物の等層厚線図を以下
及び次頁に示す。

敷地及び敷地近傍に到達した可能性のある
降下火砕物の等層厚線図

(町田・新井(2011)より当社が作成)

クッタラ第2火山灰(Kt-2)

泊発電所

10
20

0

2000年有珠山噴火(4月4日)に伴い噴出した降下火砕物※1

泊発電所

0

白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)

泊発電所

510 0

姶良Tn火山灰(AT)

泊発電所

10

20
30

0

50

1
0

泊発電所

クッチャロ羽幌火山灰(Kc-Hb)

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

火山学的調査((参考)降下火砕物の分布)(1/2) 再掲(R5/7/7審査会合)
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○町田・新井(2011)及びUesawa et al.(2022)の確認では抽出されないものの，より最新の知見に基づき，敷地及び敷地近傍に到達し
た可能性のある降下火砕物として，以下の降下火砕物が抽出される。

○最新の野外地質調査と既存文献調査に基づき支笏火砕流堆積物及び支笏第1降下軽石(Spfa-1)の分布範囲及び層厚等をまとめた
宝田ほか(2022)によれば，等層厚線図範囲内(>2cm)に敷地は含まれていないものの，敷地の北方に位置する日本海(層厚0.1㎝)や
利尻島(層厚2cm)，敷地の南方に位置する長万部付近(Tr：微量)において確認されていることを踏まえると，敷地及び敷地近傍に支笏
第1降下軽石(Spfa-1)が到達した(降灰した)可能性が考えられる。

支笏第1降下軽石(Spfa-1)の層厚分布図(宝田ほか(2022)に加筆)

泊発電所

2

4

8

16

32

地理的領域にある第四紀火山に関する各種調査

火山学的調査((参考)降下火砕物の分布)(2/2) 再掲(R5/7/7審査会合)
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火山
敷地から
の距離
(km)

最大規模の噴出物
文献に基づく
最大到達距離

敷地方向の
最大到達距離

(敷地からの距離)

文献に基づく
分布

当社調査に
基づく分布 評価結果

敷地
近傍

敷地
敷地
近傍

敷地

支笏
カルデラ

74.8

Sp-1(支笏火砕流
堆積物(Spfl)及び
支笏第1降下軽石

(Spfa-1))

伊達市
館山町
約52km

羊蹄山北側地点
約48km(約28km) なし なし なし なし

支笏火砕流堆積物(Spfl)は，給源から敷地方向に層厚を減じながら尻
別川沿いを流下したものと考えられ，羊蹄山北側地点(給源から約
48km, 敷地から約28km)においては，古倶知安湖に直接又は間接的
に流入した支笏火砕流が湖底に厚く堆積した再堆積層が認められる。
羊蹄山北側地点を含む俱知安盆地については，検討の結果，盆地全
体が支笏火砕流堆積物に覆われた可能性は否定できず，敷地に最も
近い当該盆地北西端地点まで火砕流が到達したと仮定した場合，支
笏火砕流の最大到達距離は約54km(敷地からの距離約22km)となる。
この仮定に基づく距離は，支笏火砕流堆積物の最大到達距離である
約52km(伊達市館山町)と同等の距離であるが，当該盆地北西端地
点よりもさらに敷地方向に位置する倶知安峠を越えてから，敷地までの
間には支笏火砕流堆積物又はその二次堆積物の分布を示した文献等
も認められないことから，敷地には到達していないと判断される(次頁
～P165参照)。

倶多楽・
登別火山群

80.5 Kt-7：pfa,pfl
厚真町
約63km

ー※ なし なし なし なし
Kt-7(pfl)は，給源と敷地の間にはオロフレ山-ホロホロ山が認められ，
敷地までの間にはKt-7(pfl)の分布を示した文献等も認められないこと
から，敷地には到達していないと判断される(P166～P169参照)。

洞爺
カルデラ

54.8
Tp(洞爺火山灰

(Toya)及び
洞爺火砕流)

安平町
追分春日
約85km

C-2ボーリング地点
約48km(約8km)

あり なし あり なし

洞爺火砕流堆積物は ，敷地方向に向かって堀株川沿いを流下し敷地
のうちMm1段丘より低標高側に洞爺火砕流本体が，Mm1段丘より高
標高側については火砕サージが到達した可能性を否定できないものと
評価した(P170～P178参照)。

○地理的領域にある32火山のうち，過去に巨大噴火が発生した火山は，支笏カルデラ，倶多楽・登別火山群及び洞爺カルデラである(本
編資料4.1.1章参照)。

○上記3火山の最大規模の噴出物は，それぞれSp-1(支笏火砕流堆積物(Spfl)及び支笏第1降下軽石(Spfa-1))，Kt-7(pfa及びpfl)
及びTp(洞爺火山灰(Toya)及び洞爺火砕流)である。

○Sp-1，Kt-7及びTpのうち，設計対応不可能な火山事象である火砕流が敷地に到達した可能性について，下表のとおり評価を行った。

【まとめ】

設計対応不可能な火山事象である火砕流が敷地に到達した可能性に関する評価結果

○支笏カルデラ及び倶多楽・登別火山群は，最大規模の噴火に伴う設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性はないものと判
断される。

○洞爺カルデラは，最大規模の噴火に伴う設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性を否定できない。

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

一部修正(R5/7/7審査会合)

※倶多楽・登別火山群と敷地との間にKt-7(pfl)の分布を示した文献が認められず，当社地質調査の結果，敷地及び敷地近傍にKt-7(pfl)は認められないことから，敷地方向の最大到達距離は示していない。
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○支笏カルデラの最大規模の噴出物であるSp-1のうち，支笏火砕流堆積物(Spfl)が敷地に到達した可能性について検討を行った。
○検討は，文献に示される支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離と層厚の確認(次頁参照)並びに文献及び当社地質調査を踏まえた，

敷地周辺における支笏火砕流堆積物(Spfl)の分布状況の確認(P162～P165参照)に基づき実施した。

①-1 支笏火砕流(まとめ)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

一部修正(R5/7/7審査会合)

○支笏火砕流は，給源から敷地方向に層厚を減じながら尻別川沿いを流下したものと考えられ，給源から約42km(敷地からの距離約
40km)の真狩村付近まで火砕流堆積物が認められる。

○より敷地に近い羊蹄山北側地点(給源から約48km, 敷地から約28km)付近においては，古倶知安湖に直接又は間接的に流入した支
笏火砕流が湖底に厚く堆積したrework(再堆積層)が認められる。

○再堆積層が認められる各地点の地質状況，標高及び地形状況を踏まえると，羊蹄山北側地点を含む倶知安盆地全体が支笏火砕流堆
積物(Spfl)に覆われた可能性は否定できず，敷地に最も近い倶知安盆地北西端地点まで支笏火砕流が到達したと仮定した場合，支笏
火砕流の最大到達距離は約54km(敷地からの距離約22km)となる。

○この仮定に基づく距離は，支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離である約52km(伊達市館山町)と同等の距離であるが，倶知安盆
地北西端地点よりもさらに敷地方向に位置する倶知安峠(現河床との比高約80m)を越えてから，敷地までの間には支笏火砕流堆積物
(Spfl)又はその二次堆積物の分布を示した文献等も認められないことから，敷地には到達していないと判断される。
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○支笏火砕流堆積物(Spfl)は支笏カルデラ周辺に広範囲に認められ，rework(再堆積層)も含めた，火砕流堆積物確認地点に基づく敷地
方向の最大到達地点は，宝田ほか(2022)に示される羊蹄山北側地点※(約48km)である。

○支笏カルデラから全方向を考慮した場合，火砕流堆積物確認地点に基づく支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離は，宝田ほか
(2022)に示される支笏カルデラから南西方向に位置する伊達市館山町までの約52kmであり，層厚は1mである。

○支笏火砕流堆積物(Spfl)の分布範囲を確認するため，支笏カルデラの火山噴出物の分布を示す代表文献である宝田ほか(2022)，敷
地方向の最大到達地点付近の支笏火砕流堆積物(Spfl)の分布・性状を明らかにしている嵯峨山ほか(2021)及び井上ほか(2022)を
確認した(P24～P28参照)。

○支笏火砕流堆積物(Spfl)は，支笏カルデラ周辺に広範囲に認められ，敷地方向においては，宝田ほか(2022)に示される給源から約
42km(敷地からの距離約40km)の羊蹄山南東側の真狩村付近まで認められ，層厚は0.15～0.05mである。

○真狩村付近からさらに敷地方向に向かって，給源から約48kmの地点である羊蹄山北側地点※(敷地からの距離約28km)においては，
宝田ほか(2022)によってrework(再堆積層)が認められ，層厚は5mである。

○また，羊蹄山北側地点の約1.5km～3km南西の地点※においては，嵯峨山ほか(2021)及び井上ほか(2022)によって，層厚は不明であ
るものの，支笏火砕流堆積物(Spfl)の再堆積物が記載されている。

○支笏カルデラから全方向を考慮した場合，文献に示される火砕流堆積物確認地点に基づく支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離は，
宝田ほか(2022)に示される支笏カルデラから南西方向に位置する伊達市館山町までの約52kmであり，層厚は1mである。

①-2 支笏火砕流(文献に示される支笏火砕流の最大到達距離と層厚の確認)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

※これらの地点の支笏火砕流堆積物は，rework或いは再堆積層とされているが，Nakagawa et al.(2016)による記載も踏まえると，古倶知安湖に直接又は間接的に流入した支笏火砕流が，湖底に厚く堆積し
た堆積物と考えられることから，敷地方向の最大到達地点と評価した(P26～P27参照)。

一部修正(R5/7/7審査会合)
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○文献に示される，火砕流堆積物確認地点に基づく敷地方向の支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達地点(羊蹄山北側地点)より，さらに
敷地方向に向かって，支笏火砕流が到達した可能性について，以下の検討を行った。

・支笏カルデラから敷地方向に向かい，尻別川沿い及び堀株川沿いの地形断面図を作成し，文献に示される火砕流堆積物確認地点を
投影することで，流路に沿った地形状況と火砕流堆積物の層厚変化を把握した(P164参照)。

・文献に示される火砕流堆積物確認地点周辺の地質図幅，分布標高及び地形状況を基に，支笏火砕流の到達が否定できない範囲を推
定した(P163参照)。

・文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況を確認した。

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

①-3 支笏火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認)(1/4)

○支笏火砕流堆積物(Spfl)は，給源から真狩村付近に向かって層厚を減じながら尻別川沿いを流下したものと考えられ，その層厚は真狩
村付近で0.15～0.05m程度まで減少している※。

○真狩村付近より敷地方向の羊蹄山北側地点(敷地からの距離約28km)付近においては，宝田ほか(2022)，嵯峨山ほか(2021)及び
井上ほか(2022)により，支笏火砕流堆積物の再堆積層(層厚最大5m)が示されているが，Nakagawa et al.(2016)による記載も踏ま
えると，これらの堆積物については，古倶知安湖に直接又は間接的に流入した支笏火砕流が，湖底に厚く堆積したものと考えられる。

○上記の再堆積層が確認される各地点は，地質図幅において古倶知安湖に堆積したと考えられる倶知安盆地堆積物(Kc)とされる地質分
布域に属しており，各地点の標高及び倶知安盆地の地形状況も踏まえると，倶知安盆地全体が直接又は間接的な流入をとおして，支笏
火砕流堆積物(Spfl)に覆われた可能性は否定できない(次頁参照)。

○古倶知安湖の推定分布域のうち，最も敷地に近い倶知安盆地北西端地点まで支笏火砕流が到達したと仮定した場合，支笏火砕流の最
大到達距離は約54km(敷地からの距離約22km)となる(次頁参照)。

○この仮定に基づく距離は，支笏火砕流堆積物(Spfl)の最大到達距離である約52km(伊達市館山町)と同等の距離である。
○しかし，倶知安盆地北西端地点よりもさらに敷地方向に位置する倶知安峠(現河床との比高約80m)を越えてから，敷地までの間には支

笏火砕流堆積物(Spfl)又はその二次堆積物の分布を示した文献は認められない。
○また，当社地質調査の結果，敷地及び敷地近傍に支笏火砕流堆積物(Spfl)は認められない(P165参照)。

一部修正(R5/7/7審査会合)

※このことは，支笏火砕流堆積物の火口からの距離と層厚の関係には，距離の増加に応じ層厚がさらに小さくなる傾向が認められるとする山元(2016)及び宝田ほか(2022)のレビュー結果(補足説明資料2の
3章)と調和的である。
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設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

尻別川沿いの標高200m以下のおおよその範囲(支笏火砕流
到達時の古倶知安湖の推定分布域)

羊蹄山周辺の支笏火砕流堆積物の分布(宝田ほか(2022)に加筆)

・20万分の1地質図幅「岩内(第2版)」(石田ほか, 1991)によれば，
倶知安盆地堆積物(Kc)と呼ばれる凝灰質砂，軽石，礫及びシルト
層が，現在の倶知安市街地を取り囲むように，標高180～210m程
度に分布するとされ，同範囲に広がっていた古倶知安湖に堆積し
たものと考えられる。

・支笏火砕流堆積物の再堆積層が認められる各地点は，倶知安盆
地堆積物の分布範囲上に位置しており，各地点の標高が以下の通
り概ね200m程度であることを踏まえると，少なくとも倶知安盆地の
標高約200m程度までは古倶知安湖に水没していたと考えられ，古
倶知安湖に直接または間接的に流入した支笏火砕流堆積物が，
倶知安盆地全体を覆った可能性が否定できない。
・羊蹄山北側地点(宝田ほか, 2022)：露頭の具体的な標高は当該文献中に記さ
れていないものの，地形図から読み取った露頭基部の標高は約198mと推定され
る。

・G-4露頭地点(嵯峨山ほか,2021)：当該文献によると，作業場面(露頭基部)の
標高は199mとされている。

・自衛隊駐屯地地点(井上ほか,2022)：当該文献によると，支笏火砕流堆積物の
再堆積層が認められる法面の標高は，181.88～188.88mとされている。

・倶知安盆地の北西端まで支笏火砕流が到達したと保守的に評価し
た場合，当該地点の最大到達距離は約54km(敷地からの距離約
22km)となる。

一部修正(R5/7/7審査会合)

石田ほか(1991)による倶知安盆地堆積物(Kc)の分布範囲

10km

敷地方向

給源からの流下方向

自衛隊駐屯地の支笏火砕流
堆積物(再堆積層)分布地点

(井上ほか,2022)

G-4露頭の支笏火砕流堆
積物(再堆積物)分布地点

(嵯峨山ほか,2021)

倶知安盆地北西端地点
(古倶知安湖の推定分布域のう

ち，最も敷地に近い地点)

羊蹄山北側地点
(宝田ほか(2022)により，
支笏火砕流堆積物(rework)
を確認している地点)

①-3 支笏火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認)(2/4)
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A
倶知安峠

泊発電所

7

5

約80m

A-B測線の地形断面図※と火砕流堆積物の分布(地理院地図を基に作成)

標
高

(
m

)

支笏湖西縁からの川沿いの距離(km)

0.150.05

層厚不明

真狩村 尻別岳
羊蹄山北
側地点

美笛峠

(主にSpflからなる)

?

Spfl噴出時
の推定地形

25

100

喜茂別町双葉 旧千歳鉱山

40

30

20

約100倍に高さ誇張

Spfl分布位置

Spfl二次堆積物(rework)位置

倶知安盆地

羊蹄山

泊発電所

ワイスホルン

倶知安峠

喜茂別

B

A

A-B測線の地形断面位置図(地理院地図を基に作成)

尻別岳

真狩村

5(rework)

0.05

0.04

7

※ 地形断面図の作成に当たっては，宝田ほか(2022)，山元(2016)， 嵯峨山ほか(2021)及び井上ほか(2022)で示される支笏火砕流堆積物(Spfl)の位置を投影し，その層厚をプロットした。ここでは，支笏
火砕流堆積物の標高が火砕流堆積物の底面であると仮定し，尻別川沿いに投影している。

美笛峠

0.15

25
100

20
40

30

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

Spfl分布

Spfl二次堆積物

※数字は層厚(m)

倶知安盆地
北西端地点

給源から約52kmの範囲(伊達市館山町相当)

堆積物確認地点に
基づく最大到達範囲

地質状況，標高・地形状況を踏
まえ，到達が否定できない範囲

一部修正(R5/7/7審査会合)

火砕流本体の堆積

物確認地点に基づ

く最大到達範囲

①-3 支笏火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認)(3/4)

倶知安盆地
北西端地点

(rework)
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共和町
幌似Mm1段丘堆積物

共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点
(A地点)※4

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※4

古宇川左岸地点※4

Mm1段丘露頭

C地点※4
B地点※4

F-1断層開削
調査箇所※3

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1※5

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※4

照岸地点※4

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6

C-3

H26共和-5
H26共和-6

H26共和-7
H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭※5
幌似露頭2※5

敷地及び敷地近傍において火山噴出物が認められる地点

※3 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失していることから，
当該地点の陸成層中の火山灰等と記載されている堆積物につ
いては，敷地及び敷地近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を
行っている。詳細は補足説明資料2の1.5章参照。

※4 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※5 敷地近傍の共和台地に位置するこれらの露頭において認められ

る堆積物については，R3.10.14審査会合以降に実施した追加
地質調査・火山灰分析の結果，いずれも火山噴出物ではないと
評価している。詳細は補足説明資料2の1.1章参照。

【照岸1‐3ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【照岸1‐4ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：40cm)

【照岸1‐5ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：40cm)

【神恵内1-1ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：10cm)
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【神恵内1‐2ボーリング】
Toyaの純層(層厚：20cm)

【神恵内1‐3ボーリング】
Toyaの純層(層厚：50cm)

【神恵内1‐6ボーリング】
Toyaの純層(層厚：17cm)

【B-3ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：12.2m)

【B-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)(層厚：13.1m)

【B-4ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：19.9m)

【B-5ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：22.0m)

【C-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)(層厚：2.2m)
洞爺火砕流堆積物(層厚：1.0m)

【露頭①】
洞爺火砕流堆積物(層厚：15m以上)

【B-7ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：8.2m)

【C-1ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：17.6m)

【B地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

【C地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが
混在する堆積物

【H29岩内-5ボーリング】
Toyaの純層(層厚：少なくとも70cm)
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：0.2m)

【H29岩内-2ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：33cm)
Toyaの純層(層厚：10cm)

【H29岩内-3ボーリング】
Toyaの純層又はToyaの二次堆積物b(層厚：合計16cm)

【老古美地点②】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：3m以上)

【H29岩内-6ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.2m)
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：20.6m)

【H29岩内-1ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.9m)
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：23.3m)

【A地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

【神恵内M-1ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【神恵内M-2ボーリング】
Aso-4の二次堆積物b(層厚：5cm)
Aso-4の純層(層厚：5cm)
Toyaの二次堆積物b(層厚：13cm)

【神恵内M-3ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：10cm)
Toyaの二次堆積物a(層厚：15cm)
Toyaの純層(層厚：5cm)

【梨野舞納露頭】
Toyaの二次堆積物b(層厚：30cm)
Toyaの純層(層厚：30cm)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

※1 洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物は，本頁において降下火砕物由来として示している
が，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難しいと評価している(詳細は補足説
明資料2の1章参照)。

※2 敷地には，主に火山砕屑物からなるものではないが，支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)
及び対象火山灰が混在する堆積物が認められる(詳細は補足説明資料2の1.5章参照)。

①-3 支笏火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺における支笏火砕流堆積物の分布状況確認)(4/4) 一部修正(R5/7/7審査会合)



166166

②-1 Kt-7 pfl(まとめ)

○倶多楽・登別火山群の最大規模の噴出物であるKt-7のうち，火砕流が敷地に到達した可能性について検討を行った。
○検討は，文献に示されるKt-7(pfl)の最大到達距離と層厚の確認(次頁参照)並びに文献及び当社地質調査を踏まえた，敷地周辺にお

けるKt-7(pfl)の分布状況の確認(P168～P169参照)に基づき実施した。

○Kt-7(pfl)は，給源から敷地までの距離(80.5km)と比較し最大到達距離(厚真町付近：約63km)が小さく，給源と敷地の間にはオロフ
レ山-ホロホロ山が認められ，敷地までの間にはKt-7(pfl)の分布を示した文献等も認められないことから，敷地には到達していないと判
断される。

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

一部修正(R5/7/7審査会合)
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○倶多楽・登別火山群起源の火砕流堆積物の分布範囲を確認するため，倶多楽・登別火山群起源の火山噴出物の分布を示している産業
技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)及びAmma-Miyasaka et al.(2020)を確認した(P40参照)。

○これらの文献に基づくと，倶多楽・登別火山群起源の火砕流堆積物の分布範囲として示される範囲は，山体近傍に限定されるものの，
Amma-Miyasaka et al.(2020)によれば，倶多楽・登別火山群から北東方向に位置する厚真町付近においてKt-7(pumice flow 
deposit)が認められる。

○上記地点は，火砕流(Kt-7)の最大到達地点に当たり，その距離は約63km，層厚は0.2mである。

○倶多楽・登別火山群起源の火砕流堆積物のうちKt-7(pfl)は，倶多楽・登別火山群から北東方向に位置する厚真町付近に認められる。
○Kt-7(pfl)の最大到達距離は，Amma-Miyasaka et al.(2020)に示される倶多楽・登別火山群から北東方向に位置する厚真町付近ま

での約63kmであり，層厚は0.2mである。

②-2 Kt-7 pfl(文献に示されるpflの最大到達距離と層厚の確認)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

一部修正(R5/7/7審査会合)
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羊蹄山

泊発電所

ワイスホルン

倶知安峠

広島峠

洞爺湖

B

A

B

A

約80m

A-B測線の地形断面図※(地理院地図を基に作成)

標
高

(
m

)

倶多楽・登別火山群からの距離(km)

約70倍に高さ誇張

尻別岳

広島峠

倶多楽湖

四方嶺

長流川

オロフレ山

ホロホロ山

オロフレ山ーホロホロ山間の鞍部

※地形断面図作成に当たっては以下の点に留意した。
・Kt-7の詳しい噴出源は不明であるため，中野ほか編(2013)において倶多楽・登別火山群の代表点として示されている四方嶺を始点とした。
・オロフレ山～ホロホロ山間の鞍部については，最も標高の低い地点(現標高は876m)を通るよう測線を設定した。
・現在の長流川と尻別川水系の分水界をなす広島峠は，主に支笏火砕流堆積物(Spfl)で構成されるため，Kt-7噴出時とは地形が異なる可能性があるが，峠を構成する支笏火砕流堆積物(Spfl)の層厚が不明であるため，現在の地形で測
線を設定した。

・Kt-7の噴出年代(90-85ka)を踏まえると，噴出時には現在の羊蹄山は存在しなかったと考えられるが，低地が広がっていたと仮定し，現在の尻別川沿いに測線を設定した。

倶知安峠

(主に新第三紀の火成岩からなる)

主にSpflからなる

?

○倶多楽・登別火山群から敷地方向に向かい，長流川沿い，尻別川沿い及び堀株川沿いの地形断面図を作成した。

○倶多楽・登別火山群と敷地の間には，オロフレ山及びホロホロ山が認められ，さらに敷地方向に向かって，敷地までの間にKt-7(pfl)の分布を示した
文献も認められない。

○当社地質調査の結果，敷地及び敷地近傍にKt-7(pfl)は認められない(次頁参照)。

尻別岳羊蹄山

A-B測線の地形断面位置図(地理院地図を基に作成)

Kt-7噴出時
の推定地形

②-3 Kt-7 pfl(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺におけるKt-7pflの分布状況確認)(1/2)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

一部修正(R5/7/7審査会合)
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共和町
幌似Mm1段丘堆積物

共和台地

岩内台地

岩内低地

岩内平野梨野舞納

B-5

C-2

茶津地点
(A地点)※4

滝ノ澗②地点

泊①地点

泊②地点※4

古宇川左岸地点※4

Mm1段丘露頭

C地点※4
B地点※4

F-1断層開削
調査箇所※3

Hm3段丘堆積物

老古美周辺

岩内湾

幌似露頭1※5

H29岩内-5

H29岩内-2

H29岩内-6

H29岩内-1

老古美地点②

露頭①

泊発電所

古宇川右岸地点※4

照岸地点※4

B-2

B-3

B-4

B-7

C-1

H29岩内-3

A-1
B-1

B-6

C-3

H26共和-5
H26共和-6

H26共和-7
H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泥川露頭※5
幌似露頭2※5

敷地及び敷地近傍において火山噴出物が認められる地点

※3 当該地点は，敷地造成に伴う改変により消失していることから，
当該地点の陸成層中の火山灰等と記載されている堆積物につ
いては，敷地及び敷地近傍の地質調査結果を踏まえた解釈を
行っている。詳細は補足説明資料2の1.5章参照。

※4 複数のボーリング又は開削調査を実施している地点。
※5 敷地近傍の共和台地に位置するこれらの露頭において認められ

る堆積物については，R3.10.14審査会合以降に実施した追加
地質調査・火山灰分析の結果，いずれも火山噴出物ではないと
評価している。詳細は補足説明資料2の1.1章参照。

【照岸1‐3ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【照岸1‐4ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：40cm)

【照岸1‐5ボーリング】
Toyaの二次堆積物a(層厚：40cm)

【神恵内1-1ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：10cm)
Toyaの二次堆積物a(層厚：20cm)

【神恵内1‐2ボーリング】
Toyaの純層(層厚：20cm)

【神恵内1‐3ボーリング】
Toyaの純層(層厚：50cm)

【神恵内1‐6ボーリング】
Toyaの純層(層厚：17cm)

【B-3ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：12.2m)

【B-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)(層厚：13.1m)

【B-4ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：19.9m)

【B-5ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(層厚：22.0m)

【C-2ボーリング】
洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)(層厚：2.2m)
洞爺火砕流堆積物(層厚：1.0m)

【露頭①】
洞爺火砕流堆積物(層厚：15m以上)

【B-7ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：8.2m)

【C-1ボーリング】
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：17.6m)

【B地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

【C地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが
混在する堆積物

【H29岩内-5ボーリング】
Toyaの純層(層厚：少なくとも70cm)
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：0.2m)

【H29岩内-2ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：33cm)
Toyaの純層(層厚：10cm)

【H29岩内-3ボーリング】
Toyaの純層又はToyaの二次堆積物b(層厚：合計16cm)

【老古美地点②】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：3m以上)

【H29岩内-6ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.2m)
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：20.6m)

【H29岩内-1ボーリング】
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)(層厚：6.9m)
ニセコ火山麓扇状地堆積物(層厚：23.3m)

【A地点】
Spfa-1，Toya及び対象火山灰に対比される火山ガラスが混在する堆積物

【神恵内M-1ボーリング】
Toyaの純層(層厚：10cm)

【神恵内M-2ボーリング】
Aso-4の二次堆積物b(層厚：5cm)
Aso-4の純層(層厚：5cm)
Toyaの二次堆積物b(層厚：13cm)

【神恵内M-3ボーリング】
Toyaの二次堆積物b(層厚：10cm)
Toyaの二次堆積物a(層厚：15cm)
Toyaの純層(層厚：5cm)

【梨野舞納露頭】
Toyaの二次堆積物b(層厚：30cm)
Toyaの純層(層厚：30cm)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

※1 洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物は，本頁において降下火砕物由来として示している
が，火砕サージ由来か降下火砕物由来かを厳密に区分することは難しいと評価している(詳細は補足説
明資料2の1章参照)。

※2 敷地には，主に火山砕屑物からなるものではないが，支笏第1降下軽石(Spfa-1)，洞爺火山灰(Toya)
及び対象火山灰が混在する堆積物が認められる(詳細は補足説明資料2の1.5章参照)。

一部修正(R5/7/7審査会合)②-3 Kt-7 pfl(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地周辺におけるKt-7pflの分布状況確認)(2/2)
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○洞爺カルデラの最大規模の噴出物であるTpのうち，洞爺火砕流が敷地に到達した可能性について検討を行った。
○検討は，文献に示される洞爺火砕流の最大到達距離と層厚の確認(次頁確認)並びに文献及び当社地質調査を踏まえた，敷地及び敷

地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況の確認(P172～P178参照)に基づき実施した。

③-1 洞爺火砕流(まとめ)

○敷地のうちMm1段丘より低標高側に洞爺火砕流本体が到達した可能性を否定できない。
○また，敷地のうち，Mm1段丘より高標高側については，火砕サージが到達した可能性を否定できない。

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

一部修正(R5/7/7審査会合)
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③-2 洞爺火砕流(文献に示される洞爺火砕流の最大到達距離と層厚の確認)

○洞爺火砕流堆積物の分布範囲を確認するため，以下の文献を確認した。
【産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)確認結果】(P48参照) 

○同文献に基づくと，洞爺火砕流堆積物は，洞爺カルデラ周辺に広範囲に認められ，敷地方向(北～北西方向)では共和町幌似付近ま
で認められる。

○洞爺火砕流堆積物の最大到達距離は，洞爺カルデラから敷地方向(北～北西方向)に位置する共和町幌似付近までの約47kmである。
【Goto et al.(2018)及び産業技術総合研究所(2022)確認結果】(P53～P61参照) 

○これらの文献に基づくと，敷地方向(北～北西方向)では共和町幌似付近まで洞爺火砕流堆積物(層厚は最大で22m；産業技術総合
研究所, 2022)が確認され，この状況は産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)と調和的である。

○これらの文献に基づくと，堆積物は確認されていないものの，推定に基づき，共和町幌似付近を越えて岩内湾まで洞爺火砕流堆積物が
分布が示されている。

○Goto et al.(2018)によれば，共和町幌似付近で確認される洞爺火砕流堆積物は，最も広範囲に広がっていることが示唆されるUnit2
に区分されるものである。

○一方で，産業技術総合研究所(2022)によれば，共和町幌似付近で確認される洞爺火砕流堆積物は，最も広範囲に広がっていること
が示唆されるUnit5に区分されるものである。

【Amma-Miyasaka et al.(2020)確認結果】(P62～P63参照) 
○同文献に示される洞爺火砕流堆積物の最大到達距離は，洞爺カルデラから東方向に位置する苫小牧市錦岡(P3地点)までの約47km

であり，層厚は1.75mである。
○同文献において，洞爺カルデラから東～北東方向に位置する調査地点(DN2，DC及びDS5地点)で確認される洞爺カルデラ形成噴火

噴出物は，数mm以下の軽石を含む基質支持の堆積物であることから，火砕サージ堆積物であるとしている。
○当該火砕サージ堆積物の最大到達距離は，洞爺カルデラから北東方向に位置する安平町追分春日(DN2地点)までの約85kmであり，

層厚は0.25m以下である。
【産業技術総合研究所(2021)確認結果】(P64参照) 

○同文献に基づくと，洞爺カルデラ形成噴火噴出物である火砕サージ堆積物の最大到達距離は，洞爺カルデラから北東方向に位置する
千歳市までの約80kmであり，層厚は約0.4mである。

○洞爺火砕流は，洞爺カルデラ周辺の広範囲に認められ，敷地方向の最遠方分布地点としては，敷地近傍に位置する共和町幌似付近
(洞爺カルデラから約47km)まで認められる(最大層厚22m)。

○洞爺火砕流の最大到達距離は，Amma-Miyasaka et al.(2020)に示される洞爺カルデラから東方向に位置する安平町追分春日までの
約85km(火砕サージ堆積物を確認)であり，給源から敷地までの距離(54.8km)と比較して大きく，層厚は0.25m以下である。

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

再掲(R5/7/7審査会合)
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○敷地及び敷地近傍の当社地質調査における洞爺火砕流堆積物の分布は以下のとおり(補足説明資料2の1章参照)。
［敷地近傍］

○共和町幌似付近に，軽石混じり火山灰の層相を呈する洞爺火砕流堆積物(最大層厚約22m)が認められる。
○共和町幌似付近よりもより敷地に近接する岩内平野西部及び敷地を越えた積丹半島西岸に認められるMIS5eの海成段丘(Mm1段丘)堆積

物上位に，洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物が認められ，当該堆積物を火砕サージ由来か降下火砕物由来か厳密に区分
することは難しい(以降，火砕サージと軽石が混じる洞爺火砕流を区別して取り扱う場合は，後者を「火砕流本体」と呼称する)。

［敷地］
○主に火山砕屑物からなる堆積物若しくは軽石を含む堆積物は認められない。
○Mm1段丘堆積物(上面標高約24m)上位の陸上堆積物には，その上面，基底面又は当該堆積物中に，洞爺火砕流の到達を示唆する侵食

面は認められない。

○共和町幌似付近以西において洞爺火砕流堆積物を確認している文献はないが，推定に基づき，岩内湾までの分布を示す文献が認められる(前頁
参照)。

○当社地質調査及び文献調査による検討の結果，洞爺火砕流堆積物の火口からの距離と層厚の関係には，洞爺カルデラから概ね敷地方向(北
～北西方向)に位置する地点に限定した場合，明瞭な傾向は認められないが，大局的には，距離の増加に応じ層厚が小さくなる傾向が認めら
れる(詳細は補足説明資料2の3章参照)。

○このため，共和町幌似付近において火砕流本体の最大層厚が約22mあることを踏まえると，火砕流本体は層厚を減じながら幌似付近を越えた
範囲に到達していた可能性も考えられる。

○また，岩内平野西部において，堀株川付近に，洞爺火砕流堆積物堆積以降に堆積した沖積層が認められる。
○これらの状況に加え，断面図を用いた検討の結果(次頁～P178参照)を踏まえると，火砕流本体は，岩内平野西部において確認されないものの，

共和町幌似付近を越えて堀株川沿いの低地を流下し，現在の岩内湾に到達した後，削剥された可能性を否定できない。

○敷地近傍の共和町幌似付近では，軽石が混じる火砕流本体が認められる。
○火砕流本体は，より敷地に近接する岩内平野西部には認められないが，沖積層が分布すること等から，堀株川沿いの低地を流下し，現在の岩

内湾に到達した後，削剥された可能性を否定できない。
○堀株川沿いの延長方向に敷地は位置し，敷地には火砕流本体又は火砕サージの到達を示唆する堆積物等は認められないが，敷地のうちMm1

段丘(MIS5e)より低標高側(海側)については，1,2号炉建設前は，標高0m付近に波食棚が分布する状況であったことから(P178参照)，
MIS5e(Mm1段丘)より新しい時代の堆積物は保存されておらず，堀株川沿いの低地に流下した火砕流本体が敷地に到達した可能性について
検討できない状況である。

○また，敷地を挟む岩内平野西部及び積丹半島西岸においては，Mm1段丘堆積物上位に洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物が
認められ，当該堆積物を火砕サージ由来か降下火砕物由来か厳密に区分することは難しい。

③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(1/6)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

一部修正(R5/7/7審査会合)
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露頭②
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調査位置図
： 氾濫原堆積物(沖積層)が認められる調査地点

○共和町幌似付近から堀株川沿いに下流に向かう1-1’断面図及び岩内平野西部において堀株川に直交する2-2’断面図を作成し，堀
株川付近の堆積物の確認を行った。

○断面図作成に当たっては，以下の地点における露頭調査及びボーリング調査結果を用いた(露頭調査及びボーリング調査結果の詳細は，
補足説明資料2の1.1章及び1.3章参照)。
・1-1’断面 ： B-5地点，C-2地点，C-3地点，H26共和-7地点
・2-2’断面 ： 梨野舞納地点，H26共和-5地点，H26共和-6地点，H26共和-4地点，H26共和-3地点

○なお，堀株川沿いの1-1’断面図については，周囲の地形状況も把握するため，以下に示す同じく堀株川に平行な地形断面についても，
併せて示した。
・1a-1a’断面 ： 軽石が混じる火砕流本体が認められるB-5地点及びC-2地点付近を通る断面
・1b-1b’断面 ： 1a-1a’断面よりも山側において共和台地を通る断面
・1c-1c’断面 ： 岩内台地を通る断面

一部修正(R5/1/20審査会合)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

※梨野舞納地点で実施したボーリング調査位置と同位置において露
頭を確認しており，その露頭では，火砕サージ由来か降下火砕物由
来かを厳密に区分することは難しい洞爺火山灰(Toya)の火山ガラ
スを多く含む堆積物を確認している。

③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(2/6)
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余白



175175

【1-1’断面】(次頁参照)
○幌似付近のB-5及びC-2地点においては，軽石が混じる火砕流本体が認められ，C-2地点付近で層厚が急減する。
○また，C-2地点においては，氾濫原堆積物(沖積層)も認められ，軽石が混じる火砕流本体及びその二次堆積物を覆って堆積する。
○C-2地点と近接するC-3地点においては，岩内層の上位に氾濫原堆積物(沖積層)が認められる。
○C-3地点より下流側に位置するH26共和-7地点においては，岩内層の上位に海成堆積物(沖積層)が認められる。

【2-2’断面】(P177参照)
○岩内台地に位置する梨野舞納地点においては，Mm1段丘堆積物(上面標高約22m)の上位に，陸成層が認められる。
○陸成層の上位には，火山灰質砂質シルト層が整合関係で認められる。
○火山灰質砂質シルト層については，火山灰分析(組成分析及び屈折率測定)の結果，火砕サージ由来か降下火砕物由来か厳密に区

分することは難しい洞爺火山灰(Toya)の火山ガラスを多く含む堆積物に区分される(補足説明資料2の1.3章参照)。
○火山灰質砂質シルト層の上面，基底面又は当該層中に侵食面は認められないことから，火砕流本体は到達していないものと判断され

る。
○堀株川付近に位置するH26共和-5及びH26共和-6地点においては，岩内層の上位に，海成堆積物(沖積層)が認められる。
○堀株川付近に位置するH26共和-4地点においては，岩内層の上位に扇状地性堆積物が認められる。
○H26共和-3地点においては，発足層の上位に，扇状地性堆積物が認められる。

一部修正(R5/1/20審査会合)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(3/6)
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拡大図
(C-2(軽石が混じる火砕流本体～氾

濫原堆積物(沖積層) 抜粋))
拡大図

(H26共和-7(海成堆積物(沖積層) 抜粋))
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(B-5(軽石が混じる
火砕流本体 抜粋))
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(炭化物)

： 軽石が混じる洞爺火砕流本体
： 氾濫原堆積物(沖積層)
： 海成堆積物(沖積層)
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C-2地点付近で軽石が混じる
火砕流堆積物本体の層厚が
急減する。

： 洞爺火砕流本体の基底
： 沖積層の基底

氾濫原堆積物(沖積層)も認められ，軽石が混
じる火砕流本体及びその二次堆積物を覆って
堆積する。

岩内層の上位に氾濫原堆積
物(沖積層)が認められる。

岩内層の上位に海成堆積物
(沖積層)が認められる。

火砕流本体は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，以降の氷期に削剥され，その後，氾濫
原堆積物(沖積層)及び海成堆積物(沖積層)が堆積した可能性を否定できない。

火砕流は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，以降の氷期に削剥された可能性を否定できない範囲 軽石が混じる火砕流
本体が確認される範囲

一部修正(R5/1/20審査会合)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

1’1

③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(4/6)
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凡例

(層相区分)

(地層区分)

(細砂・中砂の細互層)

2’2

ボーリング
（投影）

H26共和-6
（投影）

H26共和-5
（投影）

梨野舞納

H26共和-4
（投影）

H26共和-3
（投影）

2-2’断面図
1

30

堀株川

1-1’断面交点

Mm1段丘堆積物(上面標高約
22m)の上位に，陸成層が認め
られる。

露頭
（投影）

陸成層の上位には，火山
灰質砂質シルト層が整合
関係で認められ，火砕
サージ由来か降下火砕
物由来か厳密に区分す
ることは難しい洞爺火山
灰(Toya)の火山ガラスを
多く含む堆積物に区分さ
れる。

Mm1段丘堆積物の上面標高：約22m

岩内層の上位に，海成堆積
物(沖積層)が認められる。

←SW NE→

： 海成堆積物(沖積層)
： 扇状地性堆積物

EL=30m

EL=10m

EL=0m

EL=-10m

40

0

30

EL=20m

火山灰質
砂質シルト

拡大図
(梨野舞納露頭

(陸成層及び火山灰質シルト層 抜粋))

拡大図
(H26共和-5

(海成堆積物(沖積層) 抜粋))

拡大図
(H26共和-6

(海成堆積物(沖積層) 抜粋))

拡大図
(H26共和-4(扇状地性堆積物 抜粋))

拡大図
(H26共和-3(扇状地性堆積物 抜粋))

陸成層

発足層の上位に，扇状地
性堆積物が認められる

火砕サージ由来か降
下火砕物由来か厳密
に区分することは難し
い洞爺火山灰(Toya)
の火山ガラスを多く含
む堆積物。

岩内層の上位に扇状地
性堆積物が認められる。

火砕流本体は旧堀株川が下刻した低地に
堆積し，以降の氷期に削剥され，その後，海
成堆積物(沖積層)又は扇状地性堆積物が
堆積した可能性を否定できない。火山灰質砂質シルト層の上

面，基底面又は当該層中に
侵食面は認められないこと
から，火砕流本体は到達し
ていないものと判断される。

洞爺火砕流堆積物の下位の層準である
発足層の上面標高(約29m)が，火砕流
本体が到達していないと判断される梨野
舞納地点に認められる火山灰質砂質シ
ルト層の分布標高よりも高標高に位置す
ることから，同様に火砕流本体は到達し
ていないものと判断される。

火砕流本体は到達して
いないものと判断される

範囲

火砕流本体は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，以降
の氷期に削剥された可能性を否定できない範囲 火砕流本体は到達して

いないものと判断される
範囲

一部修正(R5/1/20審査会合)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(5/6)
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改変前の敷地の地形

Mm1段丘面

Hm3段丘面

Hm2段丘面

Hm1段丘面

H0段丘面群

地すべり地形

発電所敷地境界線

凡 例

B地点

C地点

D地点
E地点

F地点

G地点

F-11断層開削調査箇所

A-2

A-1

C-1

C-2 C-3

A-3

F-1断層開削調査箇所

F-1断層開削調査箇所
近傍露頭2

F-1断層開削調査箇所
近傍露頭1

Hm1段丘露頭

F-3断層開削調査箇所

F-4断層開削調査箇所

H30追加調査範囲

当図は，当社航空測量により作成

A地点
(茶津地点)

３号炉

１号炉 ２号炉開削調査箇所
(北側) 開削調査箇所

(南側)

共和町
幌似方向

Mm1段丘より
高標高側(山側)

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

Mm1段丘より
低標高側(海側)

Mm1段丘露頭

一部修正(H30/5/11審査会合)

設計対応不可能な火山事象が敷地に到達した可能性評価

③-3洞爺火砕流(文献及び当社地質調査結果を踏まえた敷地及び敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況確認)(6/6)
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